
私たちはオープンダイアローグについて学ぶこ

とをきっかけに、ここ『兵庫』で、今本当に必要

とされている支援について考えていきたいと思っ

ています。実践活動・研究活動も視野に入れ、横

の繋がりをつくりたいと考えています。多くの人

が集い、まず自分たちが開かれたダイアローグの

場を持つこと、そこから何かが見えてくるのでは

ないかと期待しています。始まったばかりのこの

会に多くの方に参加して頂ければ嬉しいです。 

 

 

 

 

2016年 7月 30日（土曜日）9:30受付開始―15:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催：ひょうごオープンダイアローグを学ぶ会・ 

兵庫県立大学臨床看護研究支援センター 

  協賛：訪問看護ステーションミント 

 協力：明石市障害福祉課 明石ともしび会家族会 

    神戸市看護大学 

後援：明石健康福祉事務所 木の芽家族会 

ひょうかれん  

（50音順） 

 

◇◆◇ プログラム ◇◆◇ 

■午前の部 

９：３０   ～ 受付開始 

１０：００ ～ 開会あいさつ 

１０：１０ ～ 斎藤環先生講演 

 「オープンダイアローグの可能性」 

１１：１０ ～ 休けい 

１１：２５ ～ 指定発言 

１２：１０ ～ お昼休けい 

■午後の部 

１３：１０ ～ 午後の部のオリエンテーション 

１３：２０ ～ グループの話し合い 

         講演を受けての感想や疑問、 深めたい

内容や斎藤先生に聞いてみたいこと等

を自由に話し合います 

１４：００ ～ 休けい 

１４：２０ ～ 斎藤先生からの回答・ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 

１４：５０ ～ インフォメーション 

⋆ひょうごオープンダイアローグを学ぶ会

についてお知らせさせて頂きます。 

■交流会 

１５：００ ～１５：３０ （希望者のみ） 

⋆ぜひ一緒に、横の繋がりをつくりませんか？ 

オープンダイアローグを通して対話の可能性を考える 

斎藤環（さいとうたまき）先生 

1961年岩手県生まれ。精神科医。筑波大学医学

医療系社会精神保健学教授。専門は思春期・青年

期の精神病理学。「ひきこもり」の支援・治療・啓

発活動で知られる。 

主な著書に『文脈病 ラカン・ベイトソン・マ

トゥラーナ』青士社、『社会的ひきこもり』PHP新

書、『生き延びるためのラカン』ちくま文庫、『「社

会的うつ病」の治し方』新潮選書、『承認をめぐる

病』日本評論社、『世界が土曜の夜の夢なら』（角

川書店、第 11回角川財団学芸賞）、『「ひきこもり」

救出マニュアル〈実践編〉』ちくま文庫、『オープ

ンダイアログとは何か』医学書院、他多数。 

★会場★ 兵庫県立大学地域ケア開発研究所 3階 

〒673-8588  兵庫県明石市北王子町 13-71 

http://www.u-hyogo.ac.jp/cnas/access/index.html 

■鉄道 JR ・山陽電鉄 明石駅（バス） 

JR西明石駅（タクシーで約 10分）  

■バス 明石駅のバス乗り場から、「がんセンター」方面のバスに

乗り「がんセンター」で降りて下さい。バス停西隣のけ

やき並木を進むと最初にある左手の建物になります。 

※駐車場もありますが、限りがありますので、できるだけお乗り

合わせの上、お越しください。 

 

 

 

 

 

参加費 1000円 ＊お申込みについての詳細は裏面をご覧ください 


